
新年度が始まりました 

昨日、全校で「平和を考える会」を行いました！ 

 

  

 

 

現在、サッカー北中米ワールドカップをはじめ、アメリカメジャーリーグの大谷選手の

活躍等、スポーツの話題で盛り上がる毎日を過ごしています。一方、世界の中には紛争や

戦争によって多くの尊い命が失われている悲惨な現実があります。この相反する中、私た

ちは、平和に対する思いを共有し、どうすれば国と国が武器ではなく、対話を通してより

良い社会や世界を創っていけるのかを考える必要があります。山内西小学校の校歌の最後

は、「♪強く 優しく 賢(さか)しくて 平和の国を打ち樹てん♪」となっています。７

月１日から６日までは、平和を考える週間として、子ども達と今一度、なぜ、平和が大切

なのかを考える期間にしていきます。 

今日、朝の時間から１時間目は、体育館で「平和を考える会」を行いました。黙とうを

した後、「青い空は」を全員で歌い、私から以下のような話をしました。各教室に戻った

ら、６年生が修学旅行で学んだことを各教室に出向いて発表することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かがやく山内西の子 
やる気いっぱい 笑顔いっぱい 元気いっぱい  

山内西小 HP:http://cms.saga-ed.jp/hp/yamauchinishi-e/ 

武雄市立山内西小学校 

学校だより７号 

令和８年７月２日発行 

文責：校長 松尾 寛 

①学校の資料室の展示物から、８１年前の戦争中の出来事に子ども達が向き合い始めました。 

②１９４５年８月９日午前１１時２分に、原爆投下による長崎市のきのこ雲が白石町で見えたそうです。 

③６年生が千羽鶴を追悼平和祈念館に供え、爆心地を訪れたことを伝えました。また、山内町内に、戦没

者の氏名が刻まれた碑があることも伝えました。 

戦没者慰霊塔があることを 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

④山内町史下巻に記されている町民の被爆体験者の記述や、町内に飛行訓練場があったこと、当時の学

校では戦争で戦うための準備がされていたこと、教科書に戦争に関する記述があったことを紹介しました。 

⑤最後に子ども達に伝えたことは、戦争になれば、今の

豊かな生活や人の心も変わってしまう。だからこそ、身近

にいる友だちが笑顔になるよう、仲よくすれば、校歌にあ

る「平和の国を打ち樹てん」につながっていくということ

です。世界の人々が平和に暮らせることを願いながら。 


